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氏 名 白石 充                                     （平成 26 年 5 月 10 日現在）

学術論文

・論文（査読のあるもの。学会などの抄録などは除く）

・本学学生が著者に含まれているものは赤字で記載

・2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載

（論文）

      

2006 年以前 38 報
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著書 著書（2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載。）

（著書）

(１) (「化学構造と薬理作用―医薬品を化学的に読む―」 改訂版 柴崎正勝ほか監修

白石充ほか執筆中（2014 年 8月締切）、廣川書店）

2006 年以前 ２
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学会発表等

・2007 年以降における招待講演演者やシンポジスト

・2007 年以降における国際学会（国内外での開催を問わない）のうち発表者である

もの（共同研究者の場合は除く）

・2007 年以降における本学学生が発表者となっている学会発表（学生が共同研究者

の場合は除く）

（招待講演）

１

２

(シンポジスト)

   

（国際学会）

（学生発表）

１

２

有機合成化学協会・有機合成夏期セミナー（大阪） 「CCR5拮抗薬の探索研究」

（2007 年 7月）

(財)薬学振興会・先端創薬科学講座セミナー（東京） 「企業における創薬研究」

（2007 年 2月）

アリルアミン誘導体の Domino Friedel-Crafts 反応を利用したヒガンバナアルカロ

イド類の合成研究 鷺澤一輝、大塚陽子、村重 諒、白石 充 第 63 回日本薬学会

近畿支部総会・大会（同志社女子大学京田辺）2013 年 10 月

トリフルオロメタンスルホン酸を用いたイソキノリン骨格の構築と誘導体合成

村重 諒、大塚陽子、白石 充 第 62 回日本薬学会近畿支部総会・大会（武庫川女

子大学西宮）2013 年 10 月

・

・
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助成金・特許

・2007 年以降に交付された競争的資金（研究助成金の名称と種別、課題、交付年度、

代表者・分担者の別）

・2007 年以降の特許

(競争的資金）

（特許）

１

２

３

４

５

６

7

Use of compounds with CCR5 antagonistic activities.、ＵＳ特許登録 2010－

216871、高島勝典、飯沢祐史、白石充、杉原芳博、馬場昌範

Fused-benzene derivatives and use as androgen receptor modulators.、ＵＳ

特許取得 764901（2010 年）、日本特許取得 4426792（2009 年）、白石充、原隆人、

日下雅美、神崎直之、山本哲史

Anilide derivatives and use as CCR5 antagonists.、日本特許取得 4416198

（2009 年)、白石充、荒牧慶夫、西村紀、神崎直之、馬場昌範

Benzazocine derivatives, production and use as HIV inhibitors.、日本特許

取得 4358851（2009 年)、ＵＳ特許取得 7371772（2008 年）、白石充、馬場昌範、合川

勝二、神崎直之、瀬戸雅樹、飯沢祐史

Fused-pyridine derivatives and use as CCR5 antagonists.、ＵＳ特許取得

7288654（2007 年）、白石充、馬場昌範、瀬戸雅樹、神崎直之、飯沢祐史

Benzazepine derivatives and use as CCR5 antagonists.、ＵＳ特許取得 7262185 

（2007 年）、白石充、馬場昌範、瀬戸雅樹、神崎直之、飯沢祐史

Bicyclic compounds, production and use as HIV inhibitors.、ＥＰＣ特許登録

07021330.3-2117（2007 年）、白石充、馬場昌範、合川勝二、神崎直之、瀬戸雅樹、

飯沢祐史
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社会活動

2007 年以降の社会における活動等（学会や公的機関の委員や役職など。ただし、学

内や学園内の委員・役職などは除く）

2007 年以降のその他の社会活動（教育機関や公的機関における講演依頼など）

（社会活動）

１ 平成 25 年度姫路市シニアオープンカレッジ 講義 「健康とくすり」 くすりの発見・発

明 ―今昔物語― （2013 年 11 月）



~ 6 ~

賞 2007 年以降に受賞した賞


